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■「組
く

手
で

什
じゅう

」を寄贈
　「〝緑と木の温もり〟で熊本の復興を支援！」をキ
ャッチフレーズに、公益社団法人国土緑化推進機構
はいちはやく 4 月 19 日から「緑の募金」による熊
本地震の支援活動を開始している。
　被災地の森林復旧に向けた緑化活動と、避難所や
学校周辺における緑化活動等の支援に使途を限定し
た募金で、①個人②街頭③企業④職場⑤店頭⑥協賛
の募金を郵便口座、銀行口座、インターネット募金
で受け付ける。寄付金は税額または所得控除を受け
られる（詳しくは「緑の募金」公式サイト http://
www.green.or.jp/bokin/）
　同機構では具体的な取り組みとして、被災地の要

望と東日本大震災でも実施した支援活動の実績を踏
まえ、避難所でのプライバシー確保や生活用品を
整理する棚などに活用できるようにと、5 月 7 日か
ら、間伐材を使用した組み立て式什器の木製キット
の「組手什」を熊本県西原村の山西小学校避難所を
皮切りに順次配布開始している＝写真。
　宮城県登米市、栗駒市、福島県古殿町、名古屋市、
鳥取市の組手什生産団体の協力で製作してもらった
もので、名古屋市「組手什おかげまわし東海」と熊
本市「九州森林インストラクター」の指導で避難者
たちが大人から子どもまで大勢が参加し、さっそく
思い思いに楽しみながら間仕切り兼用の洋服かけや
化粧棚などを仕立てていた。

■「くまモン」のチャリティ・ピンバッジ
　国土緑化推進機構が進めている「緑の募金」使途

限定募金（平成 28 年熊本地
震復興支援事業）には、幅
広い支援を呼びかけるシン
ボルにと、熊本県産スギを
使って同県小国町森林組合

で製作した人気キャラ「くまモン」グッズのチャリ
ティ・ピンバッチ＝写真＝も登場している。
　1000 円以上の募金協力者の胸元を飾っていただ
こうというもので、手始めに５月 14 ～ 15 日に東
京・千代田区の日比谷公園で開かれた恒例の「第
26 回花と緑の祭典　みどりの感謝祭」や、これに
続く農林水産省の「消費者の部屋」で配布された。

以後、国土緑化推進機構のＷＥＢサイト・申し込み
フォーム（http://www.green.or.jp/）でも受け付け
ている。

■長野で第 67回全国植樹祭
　第 67 回の全国植樹祭が 6 月 5 日（日）、長野市
オリンピック記念アリーナエムウェーブなどで開催
される。天皇皇后両陛下がご臨席される恒例の全国
植樹祭は、豊かな国土の基盤である森林・緑に対す
る国民的理解を深めるため、公益社団法人国土緑化
推進機構が関係都道府県と共催している国土緑化運
動の中心行事で、今年は長野県の開催。
　「植えて・育て・利用する『森林・林業のサイクル』
を取り戻そう」「森林や身近な緑の恩恵を、もう一
度見つめ直そう」「森林とともに生きる人々の思い
を、伝えよう」の三つの理念の下、式典会場で両陛
下によるお手植え、お手播きが行われるほか、同市
茶臼山自然植物園、松本市アルプス公園、上田市自
然運動公園、伊那市鳩吹公園が一般も参加する植樹
会場になる。約 3 万人が参加予定。

■注目されるＴＯＢＵＳＡの木工アート
　「日本は木の国。木を道具にし、木に住み、いつ
も木と共に暮らしてきて、木にまつわる文化や技術
をたくさん持っているので、これをもう一度色々な
角度から見直し一層の発展を試み、ぜひ今日の日本
に生かしたい」というアーティスト集団による工芸
作品が注目を集めている。
　グループは原口健一・横浜国立大学准教授を代表

に、東京都内などの大学
で木を素材にしたアート
制作や研究、教育にかか
わる若手教員を中心に組
織した一般社団法人ＴＯ
ＢＵＳＡ（東京都足立区
西 新 井、http://tobusa-
jp.jimdo.com）。 木 を 切
る際、切り株にさして山
の神に祈ったという「鳥
総」（とぶさ、梢や枝葉

の先端）から名付けた。
　木の新しい可能性を探るエキジビションの開催、
子どもたちの森林体験、北海道のカラマツを生かし
た文化企画などを各地で手がけており、今春、衆参
両院議員会館内にユニークなデザインの「緑の募金」
箱を設置。日比谷公園での「花と緑の祭典 みどり
の感謝祭」にもヤシの実をモチーフにした募金箱＝
写真＝などの作品を展示して好評だった。同グルー
プは、「道の駅にもこうした募金箱を置けないか」と、
検討している。
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　「
こ
こ
は
修
験
道
の
古
道
で
、

か
つ
て
は
一
般
登
山
客
も
利
用
し

て
い
ま
し
た
が
、
登
山
口
ま
で
行

け
る
石
鎚
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
開
通
後

は
廃
道
状
態
に
。
観
光
客
に
も
面

河
渓
の
す
ば
ら
し
さ
を
味
わ
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
に
と
、
仲
間
50
人

で
愛
す
る
会
を
結
成
し
、
会
員
や

企
業
の
寄
付
金
、
町
か
ら
の
補
助

金
と
３
年
が
か
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
で
復
元
し
ま
し
た
」
と
白

石
さ
ん
。

　
ま
た
、
中
高
年
の
登
山
ブ
ー
ム

な
ど
で
増
え
て
き
た
石
鎚
山
の
遭

難
事
故
対
策
と
し
て
、
登
山
道
整

備
を
は
じ
め
痛
ん
で
い
た
愛
媛
大

山
岳
会
の
山
小
屋
を
２
カ
所
再

建
、
１
カ
所
修
復
し
て
、
寝
袋
や

毛
布
、
ス
ト
ー
ブ
も
備
え
た
。

　
さ
ら
に
、
百
名
山
ク
ラ
ス
で
も

ト
イ
レ
が
不
十
分
で
環
境
汚
染
も

起
き
て
い
る
現
状
を
改
善
し
よ
う

と
有
識
者
委
員
会
を
組
織
し
て
、

松
山
市
で
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
、

愛
媛
県
に
働
き
か
け
て
、
地
元
石

鎚
山
へ
の
環
境
配
慮
型
ト
イ
レ
の

新
設
に
も
奔
走
し
た
。

　
こ
う
し
た
活
動
は
、
観
光
客
へ

の
お
も
て
な
し
と
同
時
に
、
地
元

を
輝
か
せ
て
く
れ
る
か
け
が
え
の

な
い
自
然
へ
の
感
謝
と
お
返
し
、

奉
仕
な
の
だ
と
い
う
。

四国カルスト（上）と面河渓古道の修復

面河渓の自然

みぶ
平石二美夫館長

　北関東自動車道壬生ＰＡからも利用

栃木県壬生町国谷 1870-2
主要地方道羽生田・上蒲生線　TEL.0282-82-3591

できる栃木県初のハイウェイオアシス「みぶハイ
ウェーパーク」を中心に、「とちぎわんぱく公園」、
「おもちゃ博物館」、「壬生町総合公園」などで構
成される約53㌶の広大な道の駅です。休憩はむ
ろん家族連れでも一日中遊び憩えます。

くずまき高原
土谷和弘店長

　「ミルクとワインとクリーンエネル

岩手県葛巻町葛巻 39-159-3
国道 281 号　TEL.0195-66-0711

ギーの町」をキャッチフレーズに、酪農と林業が
盛んな葛巻町です。産直施設では、町の特産であ
る牛乳、チーズやヨーグルト、山ぶどうを使った
ジュースやワインなど、おいしい物が沢山ありま
す。ドライブの休憩にぜひお越しください。

仁保の郷
田中義治駅長

　山口県の中心部にあり、農産物直売

山口市仁保中郷 1034
国道 376 号  TEL.083-929-0480

「いろどり市」を併設。四季毎に地元の方々が丹
精込めて作った安心・安全な野菜や山菜を始め、
果物はもも・ぶどう、花は菊が特産です。本館で
県内の土産物を販売し、毎月第４日曜日の試食イ
ベントやフリマの他年間イベントが盛り沢山。

道
の
駅の

曲を
作ったゴライトさんに聞

く

　
道
の
駅
が
大
好
き
で
、
道
の
駅
を
テ
ー
マ
に
し
た

曲
ま
で
作
っ
た
歌
手
で
タ
レ
ン
ト
の
「
ゴ
ラ
イ
ト
」

さ
ん
に
、
道
の
駅
の
魅
力
を
聞
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
◇
　
　
　
　
　
◇
　
　
　
　
　
◇

―
―
道
の
駅
が
好
き
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は

　
ド
ラ
イ
ブ
が
趣
味
で
旅
行
も
電
車
で
な
く
車
で
移

動
し
ま
す
。車
だ
と
目
的
地
に
行
く
課
程
を
楽
し
め
、

町
並
み
を
自
分
の
肌
で
感
じ
ら
れ
る
。
途
中
で
「
道

の
駅
」
に
寄
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。

―
―
最
近
「
道
の
駅
」
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す

　「
地
方
創
生
」
で
地
方
が
注
目
さ
れ
る
中
、
政
府

も
「
重
点
道
の
駅
」
を
制
定
し
た
り
、
盛
り
上
げ
機

運
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
魅
力
は「
地
域
が
わ
か
る
」

こ
と
。
道
の
駅
で
日
本
中
を
味
わ
え
る
ん
で
す
よ
。

―
―
道
の
駅
に
行
く
時
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
は

　
ぜ
ひ
、
駅
の
方
に
話
し
か
け
て
欲
し
い
。
野
菜
や

特
産
品
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
人
が
宝
な
ん
で
す
。

私
も
地
域
の
こ
と
や
特
産
を
使
っ
た
調
理
方
法
な
ど

聞
い
て
い
ま
す
。道
の
駅
を
何
倍
も
楽
し
め
ま
す
よ
。

道
の
駅
を
有
効
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

―
―
今
後
道
の
駅
に
期
待
す
る
こ
と
は

　
道
の
駅
は
全
国
に
１
０
０
０
以
上
あ
り
ま
す
が
、

ど
の
駅
も
地
域
密
着
で
す
。
熊
本
で
も
大
き
な
地
震

が
あ
り
ま
し
た
。「
防
災
拠
点
」
と
し
て
も
地
域
の

安
心
で
き
る
場
所
で
す
。
み
ん
な
の
道
の
駅
と
し
て

「
公
共
性
」
が
重
要
か
な
と
思
い
ま
す
よ
。

―
―
熊
本
地
震
に
思
う
こ
と
は
？

　
現
地
が
少
し
落
ち
着
い
た
ら
、
熊
本
入
り
し
て
道

の
駅
を
訪
問
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
た
い
。

―
―
ゴ
ラ
イ
ト
の
今
後
活
動
は

　
道
の
駅
で
の
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
が
増
え
て
ま
す
。
道
の

駅
を
ゴ
ラ
イ
ト
目
線
で
レ
ポ
ー
ト
す
る
番
組
も
始
め

た
の
で
、
ぜ
ひ
チ
ェ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。

　

●ゴライトさん　2013年全国ソロデビュー。キャッチーなメロディ
とコミカルなダンスでみんなを笑顔にしてきた。「関東道の駅アワー
ド2014公式応援ソング」・「道の駅EXPO2015」応援大使。「道の駅
大好き」を収録したアルバム「Let'sゴライト」も好評発売中
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日
本
人
を
育
ん
だ
国
土
の
地
理
的
条
件
・
自
然
条
件
①

列島保全への課題

日本人の感性や自然観、社会観に影響

金
刀
毘
羅
神
社
の
３
碑

　
　
　
岩
手
県
久
慈
市
湊
町

不
便
な
形

　
私
た
ち
が
暮
ら
す
国
土
の
地
理

的
条
件
・
自
然
条
件
に
つ
い
て
は
、

私
た
ち
は
十
分
理
解
し
て
い
る
つ

も
り
で
あ
る
。
だ
が
、
日
本
の
国

土
だ
け
を
対
象
に
し
た
の
で
は
、

理
解
し
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。

わ
が
国
土
の
自
然
条
件
の
特
徴
を

理
解
す
る
に
は
、
わ
が
国
以
外
の

国
土
の
地
理
的
条
件
・
自
然
条
件

に
つ
い
て
の
知
識
が
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　
わ
が
国
が
経
済
的
に
競
争
す
る

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
心
部
や
北
ア
メ

リ
カ
、
中
国
の
中
原
部
あ
た
り
と

の
比
較
の
中
で
、
わ
が
国
の
国
土

条
件
の
特
徴
を
列
記
す
る
と
、
彼

ら
に
は
な
い
厳
し
い
自
然
条
件
が

私
た
ち
に
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と

が
分
か
る
。

　
第
１
の
特
徴
は
、
わ
が
国
は
複

雑
で
長
い
海
岸
線
を
も
つ
細
長
い

弓
状
列
島
で
あ
る
こ
と
だ
。図
は
、

日
本
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
心
部
に

重
ね
た
も
の
で
、
細
長
い
特
徴
が

よ
く
理
解
で
き
る
。

　
日
本
列
島
の
最
大
幅
は
２
５
０

㌔
程
度
し
か
な
い
が
、
列
島
の
東

北
端
か
ら
南
西
端
ま
で
は
直
線
距

　
本
書
は
、
わ
が
国
の
地
理
的
条
件
・
自
然
条
件
だ
け
で
な
く
、
わ

れ
わ
れ
日
本
人
は
何
を
経
験
し
、
何
を
経
験
し
な
か
っ
た
の
か
？
　

　
日
本
に
住
む
日
本
人
の
ほ
と
ん
ど
は
こ
の
日
本
国
土
に
生
ま
れ
、
そ
の
環
境
の
下
で
育

っ
て
き
た
。
私
た
ち
の
長
い
歴
史
は
こ
の
国
土
の
上
で
展
開
し
て
き
た
。
従
っ
て
、
こ
の

国
土
の
も
つ
地
理
的
条
件
・
自
然
条
件
は
、
日
本
人
の
感
性
や
自
然
観
、
あ
る
い
は
社
会

観
を
育
ん
で
き
た
し
、
私
た
ち
の
思
想
を
も
育
て
て
き
た
と
言
え
る
。
こ
の
日
本
国
土
の

上
で
、
私
た
ち
が
経
験
し
た
自
然
災
害
や
飢
饉
や
そ
れ
に
対
す
る
私
た
ち
の
処
し
方
が
、

日
本
人
の
思
考
の
型
を
育
ん
だ
こ
と
も
間
違
い
な
い
。
今
号
か
ら
数
回
に
分
け
て
、
わ
が

国
の
地
理
的
条
件
・
自
然
条
件
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
た
い
と
思
う
。

離
で
も
３
３
０
０
㌔
に
達
す
る
極

め
て
細
長
い
地
形
を
し
て
い
る
。

　
こ
れ
は
、
地
域
間
で
連
携
す
る

に
も
、
農
産
物
や
工
業
生
産
物
を

移
送
す
る
に
も
、
極
め
て
長
い
距

離
を
克
服
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
を
現
し
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス

や
ド
イ
ツ
・
ア
メ
リ
カ
・
中
国
と

い
っ
た
国
が
、
か
な
り
円
に
近
い

形
な
の
と
は
大
き
な
違
い
だ
。

　
こ
れ
ら
の
国
で
は
中
心
部
に
拠

点
を
置
け
ば
、
全
土
の
各
地
と
放

射
状
に
結
ぶ
こ
と
で
つ
な
が
り
合

え
る
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
国
土
の
中

心
に
あ
る
パ
リ
の
空
港
、
ド
イ
ツ

で
は
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
空
港
、

ア
メ
リ
カ
で
は
シ
カ
ゴ
や
ア
ト
ラ

ン
タ
の
空
港
が
、
そ
れ
ぞ
れ
ハ
ブ

空
港
に
な
り
得
て
い
る
。
わ
が
国

で
は
そ
う
は
い
か
な
い
。

ア
メ
リ
カ
を
超
え
る	

	

日
本
の
海
岸
線
延
長

　
日
本
の
海
岸
線
の
延
長
は
ア
メ

リ
カ
を
超
え
る
と
い
わ
れ
る
が
、

こ
れ
は
海
岸
線
が
極
め
て
複
雑
で

あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
陸
は

海
に
せ
り
出
し
、
海
は
陸
に
く
い

込
ん
で
い
る
。
そ
れ
が
白
砂
青
松

と
称
す
る
美
し
い
海
岸
風
景
を
生

　
岩
手
県
久
慈
市
湊
町
の
金
刀

毘
羅
神
社
に
、
津
波
記
念
碑
、

防
潮
林
記
念
碑
、
昭
和
八
年
津

浪
記
念
碑
が
建
つ
。

　
津
波
記
念
碑
は
「
自
然
界
に

お
け
る
災
害
の
な
か
で
津
波
ほ

ど
悲
惨
な
も
の
は
な
い
。
過
去

に
お
い
て
当
市
に
襲
来
し
た
記

本
四
道
路
の
瀬
戸
中
央
自
動
車
道

が
児
島
～
坂
出
間
に
完
成
し
て
、

四
国
と
本
州
が
つ
な
が
っ
て
、
や

っ
と
わ
が
国
は
一
体
的
な
利
用
を

成
し
遂
げ
た
の
で
あ
る
。

海
底
ト
ン
ネ
ル
や	

	

大
径
間
の
吊
り
橋
開
発

　
国
土
全
体
を
一
体
的
に
利
用
し

て
全
国
的
な
物
流
・
人
流
・
商
流

の
網
を
整
備
す
る
に
は
、
世
界
最

長
の
海
底
ト
ン
ネ
ル
を
掘
り
、
大

径
間
の
吊
り
橋
を
開
発
す
る
な
ど

大
変
な
苦
労
が
必
要
だ
っ
た
。

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
や
中
国
・
ア

メ
リ
カ
な
ど
が
こ
う
し
た
努
力
を

す
る
こ
と
な
く
、
国
土
を
一
体
的

に
使
え
る
の
に
比
べ
、
極
め
て
厳

し
い
条
件
を
私
た
ち
に
突
き
つ
け

て
い
る
の
で
あ
る
。

６

ん
で
い
る
。
し
か
し
、
こ
こ
に
交

通
路
を
整
備
し
よ
う
と
す
る
と
、

三
陸
海
岸
の
国
道
45
号
や
紀
伊
半

島
の
国
道
42
号
の
よ
う
に
カ
ー
ブ

だ
ら
け
の
道
路
と
な
っ
て
、
快
適

な
速
度
で
は
走
れ
な
い
生
活
上
の

不
便
を
生
ん
で
い
る
。

一
体
で
使
い
に
く
い

　
２
番
目
に
、
国
土
の
主
要
部
だ

け
で
も
四
島
に
分
か
れ
、
加
え
て

沖
縄
諸
島
な
ど
数
多
い
島
嶼
部
を

も
っ
て
い
る
特
徴
が
あ
る
。
本
州

と
九
州
の
間
に
は
１
９
４
４
年
に

関
門
ト
ン
ネ
ル
が
完
成
し
た
が
、

四
島
全
体
を
結
ん
で
一
体
的
に
使

え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
88
年
に

な
っ
て
か
ら
だ
。

　
青
森
～
函
館
間
の
青
函
ト
ン
ネ

ル
で
北
海
道
が
本
州
と
結
ば
れ
、

碑い
し
ぶ
みの
記
憶
⑩

録
は
18
回
に
及
び
特
に
明
治
29

年
、
昭
和
８
年
は
死
者
総
数
５

３
８
人
、
負
傷
者
２
６
７
人
、

家
屋
流
失
１
８
５
戸
を
数
え
想

起
す
る
だ
に
慄
然
た
る
も
の
が

あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
殉
難
者
の

靈
を
慰
め
る
と
共
に
宿
命
的
な

惨
事
を
再
び
繰
り
返
え
さ
ぬ
こ

と
を
祈
念
し
て
や
ま
な
い
」
と

記
す
。

　
防
潮
林
記
念
碑
は
「
明
治
29

年
、
昭
和
８
年
の
海
嘯
惨
害
の

甚
大
な
る
に
鑑
み
、
時
の
政
府

は
防
止
策
と
し
て
防
潮
林
造
成

の
最
も
経
済
的
か
つ
効
果
的
な

る
を
認
め
国
庫
補
県
営
事
業
と

し
て
計
画
を
樹
立
せ
り
。
し
か

し
当
部
落
は
耕
地
少
く
か
つ
住

家
多
く
、
用
地
の
承
諾
を
得
る

に
困
難
な
り
し
も
、
県
当
局
は

勿
論
、
町
並
び
に
部
落
有
志
者

の
援
助
の
基
に
昭
和
12
年
10

厳しい環境どう克服

二つの津波記念日と防潮林記
念碑（右端）

東アジア主要港のコンテナ取扱量

月
、
事
業
に
着
手
し
面
積
３
町

余
里
、黒
松
２
万
３
千
本
栽
植
、

翌
年
３
月
竣
工
せ
り
」と
記
録
。

　
昭
和
八
年
津
浪
記
念
碑
に

は
、 

大
津
浪
　
く
ぐ
り
て
め
げ

ぬ
　
雄
心
持
て
　
い
ざ
追
ひ
進

み
　
ま
い
上
ら
ま
し  

英
彦

　
の
歌
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

参
考
：
国
交
省
東
北
地
方
整
備

局
道
路
部
Ｈ
Ｐ
「
津
波
被
害
・

津
波
石
碑
情
報
ア
ー
カ
イ
ブ
」

複
雑
で
長
い
海
岸
線
と
細
長
い
弓
状
列
島

　
　四
島
に
分
か
れ
た
国
土
の
主
要
部
分

国
土
が
日
本
人
の
謎
を
解
く

大
石
久
和
著

そ
れ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア

メ
リ
カ
、
中
国
の
人
々
と

ど
う
異
な
っ
て
い
る
の
か

？
　
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と

の
出
来
る
好
著
。
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たちばな
野中正秋駅長

　「安心・安全かつ新鮮で地元産だけ」

福岡県八女市立花町下辺春 315-1
国道 3号　TEL.0943-37-1711

を看板に、生産者500名がお客様とお互いの顔
が見え、話ができる産直に頑張っています。主要
農産物は、みかん・キウイフルーツ・たけのこ・梅。
漬物・まんじゅう・こんにゃくなどの農産加工品
は、地元に昔から伝わるぬくもりがあります。

ななもり清見
滝上耕平駅長

　中部縦貫道「高山西インター」を降

岐阜県高山市清見町牧ケ洞 2145
国道 158 号　TEL.0577-68-0022

りてすぐ！飛騨路の中継点として観光情報満載の
駅です。飛騨牛がお値打ちに堪能でき、山野草を
材料としたここだけの「摘み草天ぷら」も味わえ
るレストランはリピーターも多く、売店では当駅
オリジナル商品や朝採り野菜が人気です。

よしおか温泉
大友春雄駅長

　名湯伊香保温泉の麓にあり、湯量豊

群馬県吉岡町漆原 1989
国道 17 号　TEL.0279-55-4126

富な温泉施設と３種類 (パーク・グラウンド・ケ
イマン )のゴルフ場、サッカー場等を併設し健康
志向を目指しています。レストランでは、特産の
ブランド豚を使用した｢上州麦豚生姜焼き定食」
が好評。春はしだれ桜150本の桜並木が見事です。
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